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ラ ジ オ 体操 と国民国家

山下 大厚 （法政大学）

は じめ に

　本発表では、い くつ か の ラ ジ オ体操に関する

先行研究注 1
に学びなが ら、ラジ オ体操が 、ラ

ジ オ とい うメ デ ィ ア ・テク ノ ロ ジーを介 して 、
「国民」 とい う主体 を形成 し、人々 に 自らを管

理 させる国家的な装置 の
一つ と して果た した役

割に つ い て検討 した い 。

　すでに い くつ か の先行研究に よ れば、近代 日

本国家は 、 毎日正確に くり返 され る ラ ジ オ放送
に よ っ て 、人 々 の 時間意識の近代化をは か りな

が ら 、 時計が刻む普遍 的な時間 の 流 れ に従わ せ

て い っ た の である 。 そ してまた、放送に よ っ て

全国
一

律 に 人 々 の 身体 を動作 させ る こ とに よっ

て 個 々 人 の 身体 を集団化し、「国民」の 身体 と

して 、考え、行動するもの として規律化する装
置 として 、ラ ジ オ体操 を用 い た とされ る 。

　 こ こ で は 、そ うした見解をふ まえ つ つ 、より

人 々 の 内面 に くい こ む か た ちで 、自らを監視 し

管理する装置と して作動する
“

ラ ジオ体操
”

の

仕掛け に つ い て検討を加え る 。

ラ ジオの近代

　ラ ジオ放送は、そ もそもそれ 自体 「集権的統

制機構注2
」 として 誕生 したわけで はない 。そ

の黎明期には多くの アマ チ ュ ア無線家た ちが 自
由に 電波を送受信 して い たの で あっ て 、ラ ジ オ

放 送の 技術それ 自体は、双方向的で 、中心の な

い もの とな る 可能性を持 っ て い たの で ある 。

　しか し、ラ ジ オ放送の 社会的影響力 に気付い

た 逓信省は 、こ れをす ぐさま国家統制下に置き、

大正 15年 （1926 ）「社 団法人 日本放送協会 」
を設立する こ とに よっ て 、全国

一
元的な放送網

を実現する の で ある。こ れ に より人 々 が 自由 に

電波を送信する 自由は失われ 、 厳 しく統制 され

た もの だけが送信 を許され、人 々 は もっ ぱ らそ

れ を受信する の み とな っ た。
　こ うして 日本の ラ ジオ放送 は、国家の メ デ ィ

ァ と し て 明確に 規定された。か くて 、ラ ジ オ放

送は、毎 日 近代的な時間の流れ に 沿っ て 刻 ま

れ た
一

元 的な放送 を、上 か ら下 々 へ 向け て 、領

土の すみずみ まで届か せ る こ とに よっ て 、 集権
的か つ 均質な国家空間 を構築す るこ とに 寄与 し

たの で あ っ た 。

　また 、 ラ ジ オ電波が運ぶ 音声や コ ン テ ン ツ は、
公共空 間 よりもむ しろ私領域に こ そ入 り込ん で

い っ た と 言 わ ね ば な らな い だ ろ う。 まだ労働や

学校の 始 まらな い 早朝の 時間帯や、家の 中に、
送信 された電波 に よ っ て 送 り込まれ た ラ ジ オ の

音声は 、私領域 を侵 食し、人 々 を国家的共時性
の 中 に組み込み、国民化する こ とに寄与したの

であ っ た 。

ラジオ体操の はじまり

　ラ ジ オ体操は 、 ア メ リ カ の メ トロ ポ リ タ ン 生

命保険が、保険加入者 の 健康 増進 ・死 亡率低下

を 目的 として 、 大正 14年 （1925 ）か ら始 め た

ラ ジオ の 広告放送 の 体操 を ヒ ン トに した もの で

ある。逓信省が こ れを国内に紹介 したの をきっ

か け に 、 簡易保険加入者 の 健康増進を目的 と し

た 「国民保健體操」として具体化 したの で あ っ

た。逓信省簡易保健局 は 日本放送協会の 賛同を

得、ラ ジ オ体操 の 放送は、昭和 3年 （1928）に

昭和天皇即位の 御大典記念事業の 一つ と して 開

始 され た の で ある 。

天皇の まな ざし、近代の視覚的支配

　近代 の 天皇は、明治期 にさか ん に行わ れ た巡

幸に よ っ て 、それ まで 天皇の 存在 を意識しな か

っ た周縁に まで くまな く視 察を行 い 、国民の前
に 可視 的 な求心的存在 と して 現れ た の で あ っ

た 。 また 、 巡幸 を行わ な くな っ た後 も、さまざ

まな国家的 ペ ージ ェ ン トにお い て 国民の 眼差 し

の 下に そ の 姿を現すと 同時 に、国民すべ て を分
け隔 て な く見渡 し、視覚的 に支配す る眼差す存
在 として 自らを示 した の で あ っ た 。 か くて 、天

皇 と国民 の あい だに は 、眼差し、眼差され る と

い う視覚的支配関係が 成立 した とされ る。

　た とえば、T ・．フ ジ タニ に よれ ば 、 「明治期
全体を通 じて最大の 軍事的ス ペ ク タ ク ル であ っ

た注3
」明治39 年 （1906 ）の 凱旋観兵式は、膨

大な群衆と途方 もな い 軍事力が 天皇の 目の前 に

実際 に集結させ られ る必要が あ っ た の で ある 。

　 しか し、ラ ジ オ 体操は、もは や 大仰なペ ージ

ェ ン トを行 うこ とな しに、その メ デ ィ ア ・
テク

ノ ロ ジ ー
に よ っ て 、 規律 ・訓練 され る 国民の 身

体 を斉
一

的に可視化 し、天覧に供する こ とを可

注 1 稲垣 正 浩 1994 「ラ ジ オ体操 の 『ふ る さ と』
＝国民 国家」 『三 省堂ぶ っ

』
くれ っ とjlO9号 所 収 三 省堂 宣 伝 部、

　　黒田　勇 1997 「体育 をめぐる why   ラジ オ 体操」『ちい さい ・お お きい ・よわ い ・つ よい l　No．16 所 収 ジ

　　 ャパ ン マ シ ニ ス ド社、高橋秀実 1998 「素晴 ら しきラ ジ オ体 操 』小 学館

注2 吉見俊哉 1995 『「声」の 資本 主義 電話 ・ラ ジ オ ・蓄 音 機の 社 会 史」 講 談社 選 書 メ チ エ p、2．11　 、，

注3T ・フ ジ タニ 1994 『天皇の ペ ージ ェ ン ト 近代 日本 の 歴 史民族誌 か ら』 日本放 送 出版 協会 p，14g
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能に した の で あ る ：t 「此 の 運動は全国幾千 万 入

の 人 々 が 同 じ心 を以 て 、同 じ時刻に 同 じ運動を

全 く
一

斉に実行する の で ある 。

注4
」

　 すな わち、天皇は もは や 、実際 に その 姿を国

民の 前に現す必要は なく、また、国民 ももはや、
群衆とな っ て 天皇の視線 の 下 に集 まらな くと

も、め い め い 自分の都合の 良い 場所で電波 を受
信し、ラ ジ オ に よっ て 送信され る音楽 と号 令に

よっ て 、全国同時に ラ ジ オ体操 を行 うこ と に よ

っ て 、不可視で超越的な天皇の 眼差 しにそ の 身
体 を差 し 出 し、可 視化 さ れ 、規律化 され る こ と

を可 能に した の で あっ た 。

　 だ が、ラ ジ オ に媒介さ れ る こ とに よ っ て 、い

やお うな く生 じる物理的距離感が 、 こ の 視覚的
な支配従属関係 を疎外する こ とが なか っ た の だ

ろ うか 。 おそ らくそれ を埋 め合わせた の は 、ラ

ジ オ体操 の 放送が常 に ラ イブであ っ た こ と で は

な い だ ろ うか 。 「あ の 体操指導の ア ナ ウ ン サ ー

の 朗 らか な声で の 朝の挨拶、「小学校の皆 さ
ん ！御早 う御座 い ます』こ の 時全校児童は声 を

合 わせ て 元気よ く、 『御早 う御座 い ます』 と返
しの 挨拶 をす る、目 に は見えな い

。 け れ ど も心

に 通 うとも云 え る こ の挨拶 。

注5
」 こ うした 交

歓が存在しな ければ 、 ラ ジ オ体操の仕掛け は作
動す るこ とはなか っ た で あ ろ う。

　 「ラ ジ オ体操 も実に ラ ジ オ に よっ て 、始め ら
れ た もの で 、ラ ジ オでな くて は到底 今日の 如 き
全国民的な偉大 な興隆は望 めな い

。 ラ ジ オ は距
離と時間を超越 し、その 威力 は全 く世紀の 驚異
で ある 。 ラ ジ オ体操の 号令は一

瞬に して 全国
一

億の 同胞 は勿論、樺太 、 満州、台湾 、朝鮮の 人

々 をも一斉に手を振 り足 をあげて 運動せ しめ

る 。注6
」と ある よ うに 、 ラ ジ オの ラ イブ放送

である こ との ア ウ ラ が、ラ ジオ体操に参加する

人 々 の連帯感を生ん だの で ある 。
つ ま り、今こ

こ で 「全国
一

億の 同胞」と共に体操をして い る

とい う感覚が 、国民国家の
一

員で ある こ と を人
々 に 発見させ 、 定着させ る働 きを したの で ある 。

そ して また、「毎朝体操開始前に整列 して皇居
の 遥拝を唯 の

一
日 と して 欠か

注7

」す事な く、毎
日 くりか えされ るもの で もあ っ た の だ 。

内面 の 自己監視 と主体化

　昭和 6年 （1931＞には、ラ ジ オ体操 を組織的
に 発展 させ る ため、厂ラ ジ オ体操 の 会」が発足。

夏休み の 8月 1日か ら20 日 まで を 厂ラ ジ オ体操
実施期間」に定め、出席 孝

一
ドの 配付 を開始 し

た とい う。こ の 出席カードは 、「小学校の夏休
み の 日記の ように 、 あらか じめ教師に よ っ て承
認 された予定 と、実際の 暮 ら しとの ズ レを、あ

か らさまに 自己監視 させ お装置 として 注8
」働

い て い た こ とは い うまで もな い 。

　 そ して それ 以上 に、ラ ギオ体操は 多くの 人 々

に 、 己 の 身体を 、 その 病apる部分 を、内面か ら

見つ め させ、自らの 身体の 状態や健康状態を、
告 白 と い う形式に お い て 、 1語 らせ た の で ある 。

　「それ によ っ て 個 人が 自分を理解 し、自分の 身　　　　　　　　　　　　 　
体 を

一つ の 総体と し て手碑入れ 、自己の 同
一性

　（につ い ての 意識）を確立す る媒体 として 作用
注9

」 した の で あ っ た。　 1
　例 えば

、 麹町 に住む男4i中学生は ラ ジ オ体操
感想文 の 中で、厂ラ ジオ体操は僕に と っ て 最 も
良き恩人 で あ り、又僕 の 健康の 親で あ ります 。

僕が この 体操 を始め て か 弓最早一年が経つ て終
い ま したが、此 の 間 の 僕の健康状 態が 如何 に変
つ て 行つ たか をお話 しよう2と思 い ます 。 僕の一

年前 は とて も弱 々 しい 人間で した 。 当時僕は 四

年生 で した 。 痩せ た腕、気持悪 く突き出して居

る頤、い つ もへ 蒼噸 をして は学校に通 つ て

居 りました。注 10
」と告白．する 。 他に もこ うし

た 感想文 に お い て
、 便通が 改善 した、食が 進む

嶽 婁：鸞 鷺 韈驚；鍵 隻
蔘嘉量篷欝 誘身嬲織 養泥莠黶空
してさか ん に語 られたの であ る 。

　 か くて 、「私」 の 念願た る身体 の 健康と幸福
が、国民体位の 向上 と国家奉公 に連動 しなが ら、
「私」の裡 なる身体感覚の告白をつ うじて 、
「私」は 厂国民」＝主体と レて 現れ る の で ある 。

鳧毳喬鵠吾默ご窺葎？：蕪婆蓊姦瘉
な い 。自己 の 身体 を、監視と自戒の 眼差 しをも
っ て凝視す る内面 をもっ だ主体な の で ある 。
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